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「
新
し
い
商
品
を
作
っ
た
。
ど
こ
に

売
っ
た
ら
い
い
か
教
え
て
く
れ
」
「
○

○
が
流
行
し
て
い
る
と
聞
い
た
。
ウ
チ

で
も
作
ろ
う
と
思
う
が
、
売
り
方
を
考

え
て
く
れ
」
時
折
そ
ん
な
相
談
に
乗
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
簡
単
に
も
の
が

売
れ
た
ら
苦
労
は
し
な
い
よ
と
思
い
つ

つ
話
を
す
る
の
だ
が
、
た
ま
に
相
手
に
響
か
な

い
場
合
が
あ
る
。
自
分
の
実
力
不
足
と
は
言

え
、
な
か
な
か
に
つ
ら
い
も
の
が
あ
る
▼
響
か

な
い
ケ
ー
ス
で
共
通
す
る
の
が
「
仏
作
っ
て
魂

入
れ
ず
」
の
パ
タ
ー
ン
。
類
似
製
品
が
市
場
で

は
売
れ
て
い
る
、
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
い
う
情
報

を
聞
き
、
そ
れ
を
も
と
に
作
っ
て
市
場
に
新
規

参
入
し
た
い
と
い
う
が
、
話
を
聞
い
て
い
て
も

中
身
が
薄
っ
ぺ
ら
い
こ
と
が
多
い
。
似
た
よ
う

な
製
品
は
市
場
に
あ
り
、
差
別
化
や
尖
っ
た
部

分
が
な
い
の
で
悲
し
く
な
る
。
一
方
で
、
仏
像

か
ら
魂
の
オ
ー
ラ
が
染
み
出
し
て
い
る
よ
う
な

製
品
サ
ー
ビ
ス
は
、
何
時
間
で
も
話
を
し
て
い

た
く
な
る
ほ
ど
に
盛
り
上
が
る
こ
と
が
多
い
。

や
は
り
開
発
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
熱
意
が
伝

わ
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
製
品
の
機
能

や
性
能
に
目
を
見
張
る
も
の
が
な
く
て
も
、
売

れ
そ
う
／
売
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

る
の
が
不
思
議
な
と
こ
ろ
だ
▼
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

分
析
し
、
売
れ
る
市
場
を
狙
っ
て
製
品
サ
ー
ビ

ス
を
練
り
上
げ
て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

し
か
し
、
そ
ち
ら
ば
か
り
に
固
執
し
、
自
社
の

ル
ー
ツ
や
歴
史
で
培
っ
た
強
み
や
特
長
を
生
か

せ
な
い
、
魂
が
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
製
品
で

は
何
の
魅
力
も
強
み
も
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
し

て
や
現
場
の
営
業
や
販
売
パ
ー
ト
ナ
ー
は
動
か

な
い
し
、
提
案
さ
れ
た
お
客
さ
ま
も
分
か
る
だ

ろ
う
。
「
一
念
岩
を
も
通
す
」
。
熱
意
は
伝
染

す
る
。
技
術
部
門
が
自
信
を
持
ち
、
営
業
や
パ

ー
ト
ナ
ー
が
売
り
た
く
な
る
製
品
を
、
売
れ
る

余
地
の
多
い
市
場
に
投
入
す
る
。
市
場
は
開
拓

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。

売れる場所を探す前に、売りたくなる／買いたくなる製品を作れ

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
８
０
号
は
10

月
16
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

小型モータ世界市場規模推移・予測

2024
年
小
型
モ
ー
タ
世
界
市
場

出
荷
個
数
64
億
個
に
矢野経済研

　
矢
野
経
済
研
究
所
の
調
査

に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
の

車
載
向
け
を
除
く
、
出
力
１

kW
以
下
の
小
型
モ
ー
タ
・
産

業
用
モ
ー
タ
世
界
市
場
規
模

（
メ
ー
カ
ー
出
荷
数
量
ベ
ー

ス
）
は
64
億
２
１
９
６
万
個

に
達
し
、
自
動
化
と
Ａ
Ｉ
の

進
展
が
小
型
モ
ー
タ
市
場
に

新
た
な
需
要
を
も
た
ら
し
て

い
る
と
し
た
。

　
２
０
２
４
年
に
入
っ
て
在

庫
消
化
の
め
ど
が
た
ち
、
生

成
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
が
支
え
る
半

導
体
需
要
や
、
省
人
化
に
よ

る
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
家
電

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
・
高
効
率
化
な

ど
新
技
術
が
創
出
し
た
需
要

に
よ
り
市
場
の
多
様
化
が
進

み
、
２
０
２
４
年
は
前
年
比

３
・
９
％
増
の
64
億
２
１
９

６
万
個
に
達
す
る
見
込
み
。

民
生
用
で
は
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
家
電
製
品
、

医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
医
療

機
器
な
ど
で
の
採
用
が
拡
大

し
、
産
業
用
で
は
、
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
や
半
導
体
製
造
需

要
が
拡
大
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ

る
デ
ー
タ
処
理
量
と
発
熱
量

の
急
増
が
、
冷
却
シ
ス
テ
ム

と
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
市
場
の
成

長
を
促
し
て
い
る
。
一
方

で
、
従
来
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ

ー
ン
だ
っ
た
印
刷
機
器
や
通

信
機
器
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
プ
リ
ン

タ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど

は
需
要
減
少
が
進
ん
で
い

る
。

　
２
０
２
５
年
も
66
億
個
を

超
え
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、 

世
界
経
済
の
発
展
と
と
も

に
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
モ

ー
タ
の
数
が
増
え
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
見
ら
れ
、
今

後
モ
ー
タ
の
活
用
は
さ
ら
に

多
様
な
分
野
へ
と
広
が
る
と

し
て
い
る
。

い
る
。
見
積
も
り
回
答
は
最

短
15
分
、
最
短
１
日
目
出

荷
、
製
造
可
能
な
材
料
・
表

面
処
理
な
ど
の
組
み
合
わ
せ

は
１
万
種
類
以
上
、
最
大
対

応
サ
イ
ズ
は
４
０
０
０
㍉
㍍

ま
で
対
応
可
能
、
数
量
は
１

個
か
ら
量
産
ま
で
対
応
可

能
。

　
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
と
も
連
携

し
、
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
で
対
応
で

き
な
い
機
械
加
工
部
品
も
同

サ
ー
ビ
ス
で
対
応
で
き
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
調
達
が
可

能
に
な
る
。

対
応
加
工
方
法
を
大
幅
拡
大

メ
ビ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
開
始

ミスミmeviy
　
ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本
社

は
、
機
械
部
品
調
達
の
Ａ
Ｉ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ｍ
ｅ

ｖ
ｉ
ｙ
（
メ
ビ
ー
）
」
に
つ

い
て
、
同
社
を
含
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
加
工
を
得
意
と
す
る

製
造
パ
ー
ト
ナ
ー
が
一
堂
に

会
し
、
ユ
ー
ザ
ー
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
手
間
な
く
機
械
部

品
の
加
工
を
依
頼
で
き
る
、

新
た
な
調
達
支
援
の
仕
組
み

と
な
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ

ス
型
サ
ー
ビ
ス
「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ

ｙ
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

（
メ
ビ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ

イ
ス
）
」
を
開
始
し
た
。

　
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
は
、
ユ
ー
ザ

ー
の
図
面
か
ら
製
造
し
て
提

供
す
る
機
械
部
品
に
つ
い

て
、
切
削
加
工
（
角
物
）
、

板
金
加
工
、
切
削
加
工
（
丸

物
）
、
溶
接
加
工
と
対
応
サ

ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、
利
用
者

数
は
17
万
ユ
ー
ザ
ー
を
超

え
、
設
計
デ
ー
タ
の
累
計
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
件
数
も
３
０
０

０
万
件
を
超
え
る
人
気
サ
ー

ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
や

射
出
成
形
、
溶
接
、
注
型
、

鋳
造
、
製
缶
な
ど
サ
ー
ビ
ス

範
囲
外
の
多
様
な
加
工
方
法

へ
の
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
お

り
、
新
サ
ー
ビ
ス
は
そ
れ
に

対
応
し
た
も
の
と
な
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
同
社
が

厳
正
な
基
準
で
選
定
し
た
製

造
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
、

ユ
ー
ザ
ー
が
設
計
デ
ー
タ
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
と
、
Ａ

Ｉ
で
条
件
に
合
致
し
た
製
造

パ
ー
ト
ナ
ー
を
自
動
的
に
リ

コ
メ
ン
ド
。
ユ
ー
ザ
ー
は
新

た
に
機
械
部
品
を
加
工
調
達

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
手

間
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

ま
た
取
引
に
つ
い
て
も
、
新

た
に
製
造
パ
ー
ト
ナ
ー
の
口

座
開
設
な
ど
の
手
間
は
な

く
、
ミ
ス
ミ
の
シ
ス
テ
ム
上

で
決
済
で
き
、
ミ
ス
ミ
Ｉ
Ｄ

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
利
用
が
可

能
。
細
か
な
打
ち
合
わ
せ
や

相
談
等
は
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

で
や
り
と
り
が
で
き
、
面
談

や
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
を
使
わ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
効
率
的
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
対
応
す
る
加
工
は
、
切
削

加
工
、
旋
盤
加
工
、
板
金
・

板
金
溶
接
加
工
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
ト
、
射
出
成
形
、
注
型
。

製
缶
や
架
台
な
ど
ほ
か
の
加

工
方
法
も
追
加
を
予
定
し
て

過
去
最
高
を
更
新

設
置
台
数

３
年
連
続
50
万
台
超

　
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
）
の
「
ワ
ー
ル
ド
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
２
０
２
４
」
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
に
世
界

中
の
工
場
で
稼
働
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
数
は
、
前
年
か
ら
10
％
増
加
の
４
２
８
万
１
５
８
５
台
と
な
り
、
４
０
０

万
台
を
超
え
て
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
年
間
設
置
台
数
は
前
年
比
２
％
減
の
54
万
１
３
０
２
台
だ
っ
た
が
、
３
年

連
続
で
50
万
台
を
超
え
た
。

ＩＦＲ「ワールドロボティクス2024」

工場のロボット稼働台数400万台突破

　
10
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で

の
４
日
間
、
幕
張
メ
ッ
セ
で

「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
４

（
シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
２

４
）
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　
今
回
は
、
「
Ｔ
ｏ
ｗ
ａ
ｒ

ｄ
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、

25
周
年
の
特
別
テ
ー
マ
「
Ｉ

ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｆ

ｏ
ｒ
　
Ａ
ｌ
ｌ
」
を
掲
げ
、

実
体
験
が
で
き
る
数
多
く
の

展
示
ブ
ー
ス
と
１
０
０
を
超

え
る
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開

催
。

　
会
期
初
日
に
は
、
25
周
年

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
未
来
を

創
る
Ａ
Ｉ
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
挑
戦
」
を
行
い
、
Ｏ
ｐ

ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
長

﨑
忠
雄
代
表
執
行
役
社
長
を

は
じ
め
、
Ａ
Ｉ
を
け
ん
引
す

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
よ
る
講

演
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
「
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｏ

ｒ
ｓ
　
Ｇ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ

ｇ
」
と
題
し
て
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
い
す

ゞ
自
動
車
片
山
正
則
代
表
取

締
役
取
締
役
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

や
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
津
賀
一
宏
取
締

役
会
長
ら
が
登
壇
す
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
や
、
デ
ジ
タ
ル
の
力

で
地
方
の
個
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
社
会
課
題
の
解
決
と

魅
力
の
向
上
を
図
る
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」

に
関
連
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
も
実
施
す
る
。

　
ま
た
今
回
は
初
め
て
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
　
Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｗ

Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
２
４
と
併
催

し
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
企
業

と
次
世
代
を
担
う
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
共

創
を
生
み
出
す
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ

る
。

ＣＥＡＴＥＣ開幕
10月15日から幕張メッセ

地
域
・
国
別
の
状
況

　
２
０
２
３
年
の
設
置
台
数

を
地
域
別
に
見
る
と
、
ア
ジ

ア
・
豪
州
は
38
万
２
０
０
０

台
で
世
界
の
72
％
を
占
め
る

巨
大
市
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
最
も
多
か
っ
た
の

は
中
国
で
27
万
６
２
８
８

台
。
世
界
の
年
間
設
置
台
数

の
51
％
を
占
め
る
。
中
国
で

は
、
中
国
メ
ー
カ
ー
の
国
内

市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
が
高

ま
っ
て
お
り
、
２
０
２
３
年

に
は
47
％
に
達
し
て
い
る
。

中
国
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
需
要

は
２
０
２
４
年
後
半
に
回
復

す
る
と
見
ら
れ
、
長
期
的
に

は
２
０
２
７
年
ま
で
年
間
平

均
５
〜
10
％
の
成
長
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
日
本
は
４
万
６
１
０
６
台

で
、
中
国
に
次
ぐ
２
番
目
。

前
年
比
９
％
減
と
な
っ
た

が
、
２
０
２
２
年
は
５
万
４

３
５
台
で
過
去
２
番
目
に
多

か
っ
た
年
で
あ
り
、
国
内
の

ロ
ボ
ッ
ト
需
要
は
引
き
続
き

高
止
ま
り
を
キ
ー
プ
。
２
０

２
４
年
は
前
年
並
み
か
割
れ

と
な
る
が
、
２
０
２
５
年
以

降
は
再
び
成
長
路
線
に
戻
る

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
韓
国
は
３
万
１
４
４
４
台

で
、
市
場
は
横
ば
い
傾
向
。

イ
ン
ド
は
最
も
急
速
に
成
長

し
て
い
る
ア
ジ
ア
新
興
経
済

国
の
一
つ
で
あ
り
、
２
０
２

３
年
も
前
年
比
59
％
増
の
８

５
１
０
台
で
過
去
最
高
を
記

録
し
た
。
自
動
車
業
界
か
ら

の
需
要
は
３
５
５
１
台
に
急

増
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
９
万
２
３

９
３
台
で
過
去
最
高
を
記

録
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ロ
ボ

ッ
ト
需
要
は
自
動
車
産
業
の

ニ
ア
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
傾
向
の

恩
恵
を
受
け
、
ス
ペ
イ
ン

（
５
０
５
３
台
、
31
％

増
）
、
ス
ロ
バ
キ
ア
（
２
１

７
４
台
、
48
％
増
）
や
ハ
ン

ガ
リ
ー
（
１
６
５
７
台
、
31

％
増
）
な
ど
の
小
規
模
市
場

へ
の
自
動
車
産
業
の
投
資
が

リ
ー
ド
し
た
。
世
界
５
位
の

ド
イ
ツ
は
７
％
増
の
２
万
８

３
５
５
台
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

２
番
目
の
イ
タ
リ
ア
は
９
％

減
の
１
万
４
１
２
台
。
３
番

目
の
フ
ラ
ン
ス
は
13
％
減
の

６
３
８
６
台
と
な
っ
た
。

　
南
北
ア
メ
リ
カ
は
、
３
年

連
続
で
５
万
台
を
超
え
、
２

０
２
３
年
に
は
５
万
５
３
８

９
台
が
設
置
さ
れ
た
。

　
米
国
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ

の
68
％
を
占
め
る
３
万
７
５

８
７
台
。
こ
れ
は
２
０
２
２

年
と
２
０
１
８
年
に
次
い
で

３
番
目
に
高
い
数
値
と
な
っ

た
。
自
動
車
業
界
の
需
要
は

15
％
減
の
１
万
２
４
２
１

台
、
金
属
と
機
械
業
界
の
設

置
数
は
８
％
増
加
し
て
４
１

７
１
台
、
電
気
／
電
子
業
界

は
３
９
０
０
台
と
な
っ
た
。

　
カ
ナ
ダ
は
37
％
増
の
４
３

１
１
台
、
メ
キ
シ
コ
は
５
８

３
７
台
と
な
っ
て
い
る
。

24
年
に
底
を
打
ち

25
年
以
降
は
上
昇

　
今
後
の
世
界
需
要
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
４

年
ま
で
に
世
界
経
済
の
低
迷

は
底
を
打
ち
、
世
界
の
ロ
ボ

ッ
ト
設
置
台
数
は
54
万
１
０

０
０
台
で
横
ば
い
を
予
想
。

成
長
は
２
０
２
５
年
に
加
速

し
、
２
０
２
６
年
と
２
０
２

７
年
も
続
く
と
見
て
い
る
。

受
配
電
設
備
向
け
ス
マ
ー
ト
保
安

社
内
実
証
ス
タ
ー
ト

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
、
工
場
や
ビ

ル
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
設
置
さ
れ
る
受
配
電
設
備

の
遠
隔
監
視
と
、
デ
ー
タ
活

用
に
よ
る
保
守
業
務
効
率
化

の
実
現
に
向
け
た
「
受
配
電

設
備
向
け
ス
マ
ー
ト
保
安
」

の
社
内
実
証
を
開
始
し
た
。

　
電
気
設
備
の
現
場
で
は
、

人
手
不
足
と
再
エ
ネ
設
備
の

増
加
に
よ
っ
て
２
０
３
０
年

に
は
第
二
種
電
気
主
任
技
術

者
が
１
０
０
０
人
不
足
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
設

備
の
老
朽
化
も
進
ん
で
お

り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
電
気
設
備
の
保
守
・
保

全
を
効
率
化
す
る
「
ス
マ
ー

ト
保
安
」
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
社
は
、
受

配
電
シ
ス
テ
ム
製
作
所
（
香

川
県
丸
亀
市
）
で
、
カ
メ
ラ

と
複
合
セ
ン
サ
を
活
用
し
て

受
配
電
設
備
の
遠
隔
監
視
を

行
い
、
取
得
し
た
デ
ー
タ
活

用
に
よ
る
保
守
業
務
効
率
化

の
実
現
に
向
け
た
「
受
配
電

設
備
向
け
ス
マ
ー
ト
保
安
」

の
社
内
実
証
を
開
始
し
た
。

　
人
手
で
実
施
し
て
い
た
法

定
点
検
や
自
主
点
検
業
務
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
え
る
化

し
、
セ
ン
サ
か
ら
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
内
在

化
し
て
い
る
異
常
兆
候
を
抽

出
・
早
期
除
去
し
、
電
気
設

備
の
安
全
で
安
定
的
な
操
業

の
実
現
可
能
性
を
検
証
す

る
。
ま
た
、
劣
化
診
断
技
術

と
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
組
み

合
わ
せ
て
、
電
気
設
備
の
余

寿
命
を
診
断
し
、
対
象
機
器

の
劣
化
速
度
を
分
析
す
る
こ

と
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
更

新
に
つ
い
て
、
計
画
的
か
つ

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
実

現
可
能
性
も
検
証
す
る
。
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

ラ
ズ
パ
イ

ベ
ー
ス

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
Ｐ
Ｌ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
搭
載

コ
ン
テ
ッ
ク 

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
ソ
フ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｃ
「
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ

Ｓ
」
を
搭
載
し
た
、
ラ
ズ
パ
イ
ベ
ー
ス
の
オ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
Ｐ
Ｌ
Ｃ
「
Ｃ
Ｐ
Ｉ
―
Ｐ
Ｓ
10
Ｃ
Ｍ
４
―
２
Ｅ
０
２

１
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｒ
ａ
ｓ
ｐ
ｂ

ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
　
Ｐ
ｉ
を
ベ
ー
ス

と
し
た
同
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
設

計
の
ボ
ー
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
、
ソ
フ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｃ
「
Ｃ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
」
を
実
装
し
た

小
型
組
み
込
み
用
Ｐ
Ｌ
Ｃ
。

Ｈ
Ａ
Ｔ
拡
張
や
各
種
産
業
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
、
Ｏ
Ｐ

Ｃ
　
Ｕ
Ａ
サ
ー
バ
機
能
も
搭

載
し
、
制
御
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
ま

で
で
き
る
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

CPI-PS10CM4-2E021

Ｐ
ｉ
の
最
新
組
み
込
み
用
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
Ｃ
Ｍ
４
（
Ｃ
ｏ

ｍ
ｐ
ｕ
ｔ
ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ

ｅ
４
）
を
採
用
し
、
Ａ
ｒ
ｍ

ベ
ー
ス
の
ク
ア
ッ
ド
コ
ア
Ｃ

Ｐ
Ｕ
で
高
い
処
理
性
能
を
発

揮
。
Ｒ
ａ
ｓ
ｐ
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ

　
Ｐ
ｉ
４
と
高
い
互
換
性
を

確
保
し
な
が
ら
、
Ｒ
Ａ
Ｓ
／

Ｒ
Ｔ
Ｃ
、
高
出
力
高
効
率
電

源
、
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
の
回

路
を
搭
載
し
て
独
自
に
信
頼

性
を
高
め
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と

し
て
世
界
標
準
に
も
な
っ
て

い
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
」

を
プ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
済

み
。
国
際
標
準
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
な
っ
て
い

る
。

　
Ｒ
ａ
ｓ
ｐ
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
　

　
キ
ー
エ
ン
ス
は
、
３
眼
カ

メ
ラ
・
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
、
遠

く
か
ら
難
読
コ
ー
ド
で
も
瞬

間
読
み
取
り
が
で
き
る
ハ
ン

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト

は
、
屋
外
や
過
酷
な
現
場
に

適
し
た
、
10
・
１
型
頑
丈
タ

ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｇ

Ｈ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
（
タ
フ
ブ
ッ

ク
）
」
の
Ｆ
Ｚ
―
Ｇ
２
シ
リ

ー
ズ
の
新
モ
デ
ル
を
発
売
し

デ
ー
タ
処
理
能
力
向
上

パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
コ
ネ
ク
ト 

頑
丈
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ 食

品
グ
リ
ス
仕
様
追
加

最
新
型
ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト

エプソン

教
示
時
間
を
短
縮

協
働
ロ

ボ
ッ
ト

手
首
ボ
タ
ン
オ
プ
シ
ョ
ン

ファナック

主
力
モ
デ
ル
を
統
合

ダ
イ
ヘ
ン

ハ
イ
エ
ン
ド
溶
接
機

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
搭
載

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ＩＡＩ

１
３
１
―
３
準
拠
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ

言
語
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
可

能
。

　
ま
た
Ｈ
Ａ
Ｔ
拡
張
に
対
応

し
、
同
社
の
Ｈ
Ａ
Ｔ
サ
イ
ズ

ボ
ー
ド
「
Ｃ
Ｐ
Ｉ
シ
リ
ー

ズ
」
を
使
う
こ
と
で
信
号
の

入
出
力
、
通
信
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
イ
ス
を
自
在
に
拡
張
で
き

る
。

　
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
Ｎ
ｅ

ｔ
／
Ｉ
Ｐ
に
対
応
し
、
同
社

の
リ
モ
ー
ト
Ｉ
／
Ｏ
や
Ｆ
Ａ

制
御
機
器
と
の
Ｍ
２
Ｍ
通
信

が
可
能
。
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
サ

ー
バ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
　
Ｈ
Ｍ
Ｉ
機

能
も
搭
載
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
能

も
統
合
し
た
オ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
し
て

も
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

三眼カメラ・AI搭載
キーエンス ハンディターミナル

デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
Ｂ
Ｔ
―

Ａ
２
０
０
０
／
Ａ
１
０
０
０

シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
し
た
＝

写
真
。

　
同
製
品
は
、
業
界
で
初
め

て
３
眼
カ
メ
ラ
と
Ａ
Ｉ
を
搭

載
し
、
近
距
離
・
中
距
離
・

遠
距
離
に
適
し
た
三
つ
の
カ

メ
ラ
が
最
適
な
焦
点
で
コ
ー

ド
撮
像
し
、
従
来
比
３
倍
以

上
の
読
み
取
り
距
離
を
実

現
。
今
ま
で
届
か
な
か
っ
た

距
離
も
読
み
取
り
が
で
き
、

手
を
伸
ば
し
た
り
、
し
ゃ
が

ん
だ
り
の
動
作
が
不
要
と
な

り
、
そ
の
場
で
体
制
を
変
え

ず
に
楽
な
姿
勢
で
読
み
取
り

が
で
き
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
の

大
幅
ア
ッ
プ
と
作
業
者
負
荷

の
軽
減
が
可
能
。

　
ま
た
、
10
万
パ
タ
ー
ン
以

上
の
難
読
コ
ー
ド
を
事
前
学

習
さ
せ
た
、
読
み
取
り
専
用

の
Ａ
Ｉ
コ
ア
を
搭
載
。
欠
損

し
た
コ
ー
ド
も
自
動
修
復
し

て
読
み
取
り
で
き
、
独
自
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
斜
め

か
ら
の
読
み
取
り
や
欠
損
、

ビ
ニ
ー
ル
越
し
、
汚
れ
、
ゆ

が
み
な
ど
難
読
コ
ー
ド
も
瞬

間
で
読
み
取
り
が
で
き
る
。

フ
ォ
ン
ト
を
問
わ
ず
に
あ
ら

ゆ
る
文
字
も
読
み
取
り
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　
耐
落
下
性
能
は
３
・
０

㍍
、
繰
り
返
し
衝
撃
性
能
は

２
万
回
の
堅
牢
性
、
Ｉ
Ｐ
67

の
防
水
防
塵
。
小
型
大
画
面

で
使
い
や
す
さ
も
向
上
し
て

い
る
。

　
エ
プ
ソ
ン
は
、
最
新
型
ス

カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｇ
Ｘ
シ
リ

ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
食
品
グ

リ
ス
仕
様
モ
デ
ル
を
発
売
し

た
＝
写
真
。

　
Ｇ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
ア
ー
ム
に
超
小
型
ジ
ャ

イ
ロ
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
、

動
作
中
に
生
じ
る
ア
ー
ム
の

振
動
を
抑
え
、
高
速
移
動
で

も
指
定
ポ
イ
ン
ト
で
ピ
タ
ッ

と
止
ま
る
「
Ｇ
Ｙ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｌ

Ｕ
Ｓ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ

ｇ
ｙ
（
ジ
ャ
イ
ロ
プ
ラ
ス
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
」
に
対
応

し
、
正
確
な
制
動
能
力
を
兼

様
モ
デ
ル
を
追
加
し
た
。

　
食
品
グ
リ
ス
仕
様
モ
デ
ル

は
、
食
品
製
造
機
械
で
の
使

用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
食
品

グ
リ
ス
を
使
用
し
、
食
品
工

場
で
の
自
動
化
に
よ
る
衛
生

面
で
の
リ
ス
ク
を
低
減
。
さ

ら
に
食
品
グ
リ
ス
の
飛
散
を

防
ぐ
た
め
に
じ
ゃ
ば
ら
を
装

着
す
る
こ
と
で
、
異
物
混
入

を
防
ぎ
、
衛
生
面
で
の
リ
ス

ク
低
減
が
可
能
。
可
搬
重
量

３
㌔
㌘
と
10
㌔
㌘
、
Ｉ
Ｐ
65

対
応
の
８
㌔
㌘
の
３
モ
デ
ル

で
ア
ー
ム
長
違
い
の
７
機
種

の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
そ
ろ

え
、
用
途
や
工
程
に
合
わ
せ

て
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
も
登
場

　
エ
プ
ソ
ン
は
、
最
新
型
の

ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｇ
Ｘ
シ

リ
ー
ズ
」
に
対
応
し
た
ロ
ボ

ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｒ
Ｃ

８
０
０
―
Ａ
」を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｒ
Ｃ
７
０
０

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
、
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｃ
Ｒ
Ｘ
シ
リ
ー

ズ
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
使

い
勝
手
を
向
上
さ
せ
る
手
首

　
ダ
イ
ヘ
ン
は
、
ハ
イ
エ
ン

ド
溶
接
機
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ

　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ
　

Ａ
ｒ
ｃ
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
ザ
・

シ
ョ
ー
ト
ア
ー
ク
）
」
を
発

売
し
た
＝
写
真
。

　
同
社
の
主
力
機
種
の
３
５

０
Ａ
半
自
動
溶
接
機
は
、
幅

広
い
業
界
で
採
用
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
に
多
種
多
様
な
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
提
供
し
て
い
た

た
＝
写
真
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
屋
外
で

の
設
備
点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
業
務
用
端
末
、
警
察
や

消
防
隊
員
用
端
末
と
し
て
多

く
の
現
場
で
使
わ
れ
て
い

る
。
新
モ
デ
ル
は
、
高
い
頑

丈
性
能
の
ま
ま
、
デ
ー
タ
を

高
速
に
処
理
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
イ
ン
テ
ル
Ｃ
ｏ

ｒ
ｅ
Ｕ
ｌ
ｔ
ｒ
ａ
５
プ
ロ
セ

ッ
サ
ー
を
搭
載
し
、
前
Ｃ
Ｐ

Ｕ
と
比
べ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
16
％
向
上
。
暗
所
で
も

撮
影
で
き
る
約
１
２
６
０
万

画
素
の
リ
ア
カ
メ
ラ
、
16
Ｇ

Ｂ
メ
モ
リ
を
搭
載
し
、
ス
ム

ー
ズ
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像

伝
送
が
可
能
。
現
場
作
業
を

遠
隔
地
か
ら
指
示
し
サ
ポ
ー

ト
が
し
や
す
く
な
っ
て
い

る
。

　
屋
外
で
も
見
や
す
い
約
１

０
０
０
ｃ
ｄ
／
平
方
㍍
（
平

均
）
の
高
輝
度
液
晶
で
、
手

袋
装
着
時
／
水
滴
付
着
時
も

タ
ッ
チ
操
作
が
可
能
。
Ｉ
Ｐ

65
準
拠
の
防
塵
防
滴
試
験
、

Ｍ
Ｉ
Ｌ
―
Ｓ
Ｔ
Ｄ
―
８
１
０

Ｈ
に
準
ず
る
頑
丈
試
験
、
耐

高
温
／
耐
低
温
性
能
マ
イ
ナ
ス

10
℃

〜
50
℃
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
準
拠
（
合

板
）
１
８
０
㌢
㍍
、
独
自
基

準
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
90
㌢

㍍
か
ら
の
落
下
試
験
を
実
施

済
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
時
間
は

前
モ
デ
ル
か
ら
約
１
・
３
倍

延
長
し
、
30
分
間
充
電
で
約

４
・
６
時
間
（
動
画
再
生

時
）
／
約
10
・
２
時
間
（
ア

イ
ド
ル
時
）
の
使
用
が
可

能
。
工
具
不
要
で
簡
単
に
バ

ッ
テ
リ
ー
を
交
換
で
き
、
交

換
用
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ッ
ク
を

用
意
し
て
お
く
こ
と
で
電
源

が
な
い
場
所
で
も
長
時
間
の

業
務
が
可
能
と
な
る
。

操
作
を
し
な
く
て
も
、
手
首

ボ
タ
ン
の
操
作
で
教
示
が
で

き
、
教
示
時
間
を
短
縮
可

能
。

　
手
首
ボ
タ
ン
へ
の
機
能
設

定
は
、
手
首
ボ
タ
ン
設
定
画

面
で
簡
単
に
で
き
、
手
首
ボ

タ
ン
は
追
加
の
ア
ダ
プ
タ
で

は
な
く
、
手
首
フ
ラ
ン
ジ
自

身
に
配
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
手
首
許
容
負
荷
に
制
限

は
な
く
、
手
首
ボ
タ
ン
が
な

い
場
合
と
同
じ
条
件
で
使
用

可
能
。
既
存
の
ロ
ボ
ッ
ト
へ

の
後
付
け
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

ね
備
え
た
モ
デ
ル
。
力
覚
セ

ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
に
も
対
応

し
、
高
速
性
が
求
め
ら
れ
る

搬
送
作
業
に
加
え
、
人
手
に

頼
っ
て
い
た
ね
じ
締
め
や
押

し
圧
検
査
な
ど
の
精
度
が
求

め
ら
れ
る
難
作
業
に
も
対

応
。
今
回
、
新
た
に
食
品
製

造
業
向
け
の
食
品
グ
リ
ス
仕

　
Ｉ
Ａ
Ｉ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｘ
Ｓ
Ｅ
Ｌ

シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
Ｃ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
を
搭
載
し
た

新
タ
イ
プ
と
し
て
「
Ｘ
Ｓ
Ｅ

３
５
０
Ａ
ク
ラ
ス
の
半
自
動

溶
接
機
を
統
合
し
、
ハ
イ
エ

ン
ド
溶
接
機
を
ミ
ド
ル
レ
ン

ジ
機
並
み
の
価
格
で
提
供
す

る
タ
イ
プ
と
し
て
開
発
。
新

波
形
制
御
や
低
ス
パ
ッ
タ
モ

ー
ド
の
標
準
搭
載
、
溶
接
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
機
能
、
最
適
条

件
を
自
動
設
定
す
る
溶
接
ガ

イ
ド
な
ど
誰
で
も
容
易
に
高

品
質
で
高
効
率
な
溶
接
が
で

き
る
性
能
と
各
種
サ
ポ
ー
ト

機
能
を
搭
載
。
大
型
Ｌ
Ｃ
Ｄ

操
作
パ
ネ
ル
に
よ
る
使
い
や

す
さ
と
高
い
堅
牢
性
、
信
頼

性
を
持
ち
、
さ
ら
に
消
費
電

力
を
20
％
削
減
す
る
高
い
省

エ
ネ
性
能
を
兼
ね
備
え
て
い

る
。

　
ま
た
周
辺
機
器
も
一
新

し
、
ワ
イ
ヤ
送
球
装
置
は
４

ロ
ー
ル
送
給
方
式
に
よ
る
パ

ワ
フ
ル
で
安
定
し
た
ワ
イ
ヤ

Ｌ
２
」
を
発
売
し
た
＝
写

真
。

　
同
製
品
は
、
ソ
フ
ト
Ｐ
Ｌ

Ｃ
「
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
　
ｆ

ｏ
ｒ
　
Ｘ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
２
」
を
搭

載
し
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
が
不
要
。
Ｏ

Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
サ
ー
バ
ー
を
標

準
搭
載
し
、
多
く
の
産
業
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
格
を
超

え
て
通
信
が
可
能
。
同
製
品

の
Ｐ
Ｌ
Ｃ
機
能
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
し
て
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
で
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
等
の
動
作
確
認
が
で

き
、
設
備
立
ち
上
げ
の
手
間

と
時
間
を
削
減
。
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
ス
キ
ャ
ナ

機
能
を
標
準
搭
載
し
、
同
製

品
を
マ
ス
タ
ー
と
し
て
同
社

の
２
０
０
Ｖ
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
タ
イ
プ
の
モ
ー
タ
搭
載

機
種
全
種
類
が
制
御
で
き
、

他
社
製
品
の
セ
ン
サ
、
リ
モ

ー
ト
Ｉ
・
／
Ｏ
な
ど
各
種
機

器
と
の
接
続
が
可
能
。

　
予
兆
保
全
・
予
防
保
全
機

能
を
搭
載
し
、
設
備
停
止
も

未
然
に
防
止
。
一
般
的
な
基

本
命
令
や
独
自
の
命
令
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
用

意
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

効
率
化
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

ボ
タ
ン
オ
プ
シ
ョ
ン
を
発
売

し
た
。

　
同
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
教
示
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
手
首
ボ
タ
ン
機
能
で
、
手

首
フ
ラ
ン
ジ
に
３
個
の
ボ
タ

ン
を
配
置
し
、
ダ
イ
レ
ク
ト

テ
ィ
ー
チ
有
効
・
無
効
や
位

置
教
示
、
ハ
ン
ド
開
閉
な
ど

の
機
能
を
設
定
で
き
る
。
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
ペ
ン
ダ
ン
ト
の

が
、
逆
に
ユ
ー
ザ
ー
が
選
定

す
る
際
、
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
が
技
能
レ
ベ
ル
や
溶
接

姿
勢
、
使
用
環
境
、
価
格
な

ど
を
考
慮
し
て
選
ば
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
課
題
を

引
き
起
こ
し
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

送
給
性
能
は

そ
の
ま
ま

に
、
最
軽
量

10
㌔
㌘
（
従

来
比
25
％

減
）
の
小
型

・
軽
量
化
を

実
現
。
溶
接

ト
ー
チ
は
、

握
り
や
す
く

形
状
を
一
新

し
、
疲
れ
に

く
く
操
作
性

が
大
幅
に
向

上
し
て
い

る
。

互
換
化
し
た
こ
と
で
機
種
選

定
時
の
わ
か
り
に
く
さ
を
解

消
。
コ
ン
ベ
ヤ
上
を
高
速
で

流
れ
る
部
品
・
製
品
を
素
早

く
つ
か
み
配
置
す
る
コ
ン
ベ

ヤ
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
の
精
度
を

向
上
し
、
生
産
性
向
上
を
可

能
と
し
た
。
ま
た
力
覚
セ
ン

サ
の
測
定
デ
ー
タ
を
反
映
す

る
ま
で
の
時
間
を
短
縮
し
、

よ
り
自
由
度
の
高
い
シ
ス
テ

ム
構
築
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
オ
プ
シ
ョ
ン
の
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
ペ
ン
ダ
ン
ト
「
Ｔ
Ｐ

４
」
も
合
わ
せ
て
発
売
。
同

社
製
ロ
ボ
ッ
ト
統
合
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
「
Ｅ
ｐ
ｓ
ｏ
ｎ 

Ｒ

Ｃ
＋
８
・
０
」
を
内
蔵
し
、

パ
ソ
コ
ン
な
し
で
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
が
可
能
。
重
さ
１

・
２
㌔
㌘
に
軽
量
化
し
、
顧

客
の
負
担
を
軽
減
し
た
。

系
と
Ｒ
Ｃ
90
系
に
分
か
れ
て

い
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
Ｒ
Ｃ

８
０
０
系
に
統
合
し
、
上
位

RC800―A
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㍗から調達し、電力の供給を受けるもの。

■�アズビル、TNFD開示提言に賛同し「TNFD 
Adopter」に登録

　アズビルは、自然関連財務情報開示タスクフォース
（TNFD）が2023年9月に公表した情報開示提言への
賛同を表明し、2024年8月、「TNFD Adopter」に登
録した。
　この情報開示提言では、「ガバナンス」「戦略」
「リスクとインパクトの管理」「指標と目標」の4つ
の柱と、それに紐づく14の開示推奨事項が示され、
具体的には自然関連の依存関係、影響、リスク、機会
の測定（指標と目標）などに関する開示が求められて
おり、同社は「TNFD Adopter」として、TNFD開示
提言に沿った取り組みの成果報告（2025年度）を行う。

■�ハーティング、WEBサイトをリニューアル
　ハーティングは、WEBサイトをリニューアルし、
よりシンプルに情報を設計できるようにデザインを一
新し、表示速度を高め、使いやすさを向上させた。
　新サイトでは、インテリジェントな検索機能とバー
チャルアシスタントを備え、必要な情報を瞬時に見つ
けられるようになった。オンライン構成ツールなどの
最新ツールも充実させ、カスタマイズコネクタの設計
や製品データの直接ダウンロードが可能。短い表示時
間と直感的なナビゲーションにより、スムーズに閲覧
できるようになっている。

■�オリエンタルモーター、「New Motion」最
新117号を公開　特集は小型ロボットOVR

　オリエンタルモーターは、同社の最新情報をまとめ
た「New Motion」の最新117号を公開した。特集は
「シンプル、小型。だからちょうどいい」の小型ロボ
ットOVRを取り上げ、新製品情報も掲載している。

■�モノタロウ、売れ筋商品が曜日別に特別価格で
買える「曜日別特価」がリニューアル

　モノタロウは、月曜日から金曜日まで売れ筋商品を
曜日別に特別価格で購入できる「曜日別特価」をリニ
ューアルした。
　リニューアルでは、曜日ごとに特価商品群を設け、
特価商品とその価格を見直した。月曜は作業用品（マ
スク、手袋など）、火曜は物流用品（ストレッチフィ
ルム、マスキングテープなど）、水曜は自動車関連用
品（ブレーキ・パーツクリーナ、防錆潤滑スプレーな
ど）、木曜はオフィス関連用品（乾電池、コピー用紙
など）、金曜は清掃用品（ゴミ袋、洗濯用洗剤など）
とし、特価商品の割引率も最大28.6%とした。特価商
品数は1日7品目×平日5営業日の35品目を提供する。

■�サンワテクノス、米国にアトランタ事務所を開
設

　サンワテクノス、米国サンワテクノスアメリカにア
トランタ事務所を開設した。ジョージア州の既存客先

■�三菱電機、月刊技術誌「三菱電機技報」9月号
を公開。特集は「先進デジタル技術」

　三菱電機は、月刊技術誌「三菱電機技報」の最新9
月号を公開した。
　特集では「先進デジタル技術（後編）」として、先
進デジタル技術の具体的な取り組みとして主に三菱電
機のものづくりを支える生産技術・設計技術を紹介し
ている。

■�三菱電機、外国籍従業員との円滑なコミュニケ
ーションのための「翻訳サイネージ」開発

　三菱電機は、国内の生産現場で雇用が拡大している
外国籍従業員との円滑なコミュニケーションの実現に
向けて、工場での朝礼など大人数が参加する場におい
て、多言語を同時表示することで正確な内容を伝達で
きるシステム「翻訳サイネージ」のプロトタイプを開
発した。生産現場における言語の壁を解消、多言語表
示により大人数にメッセージを正確に伝達できるよう
になる。
　開発にあたって群馬工場で実証実験を行い、朝礼時
の様子の観察や、班長やリーダー、外国籍従業員への
ヒアリングを実施したところ、外国籍従業員の91％
が「朝礼が分かりやすくなった」との回答を得た。

■�三菱電機、ビジネスコラムに日本学生BtoB新
聞広告大賞　受賞者インタビューを公開

　三菱電機は、The Art of Manufacturingビジネスコ
ラムに、第9回日本学生BtoB新聞広告大賞で「ノーヒ
ューズ遮断器（ブレーカ）」を題材にした広告で受賞
した小松阿久里さんと佐々木泉さんのインタビュー
「ものづくりの未来に馳せる、私たちの想いと願
い。」を公開。制作の舞台裏、製品およびFAを深掘
りする中で見えてきたもの、ものづくりの未来にはせ
る想いなどについて語っている。

■�富士電機と中部電力ミライズ、オフサイト
PPA導入　1万㌔㍗を超える規模

　富士電機と中部電力ミライズは、富士電機の子会社
の富士電機パワーセミコンダクタを含めた3社で、専
用の太陽光発電所を活用したオフサイトPPA導入契

エスマシンビジョンソリューションEXPO2024in横
浜」を開催する。
　展示数40点以上の画像処理ソリューションと毎日
開催する技術活用セミナー、外観検査の課題解決に取
り 組 む 協 賛 企 業 1 6 社 の 展 示 な ど 、 最 新 の 「 見 え
る！」を実際に見て、体験して、相談できる展示会と
なっている。

■�MOXA、10月17日ウェビナー「強靭なスマ
ート・マニュファクチャリングの構築」開催

　MOXAは、10月17日にウェビナー「強靭なスマー
ト・マニュファクチャリングの構築～徹底したサイバ
ーセキュリティ対策がもたらす防衛力」を開催する。
　Moxa本社が展開するサイバーセキュリティ対策プ
レゼンテーションを基に、日本の産業界の皆さまに
「世界ではどのような形でサイバーセキュリティ対策
の展開がなされているのか？」を共有し、自社の産業
ネットワークのサイバーセキュリティ対策はどのよう
な状況なのか？　他国の産業サイバーセキュリティ対
策をどのように検討をしているのか？　グローバライ
ゼーションが進む中、世界の流れと比較をしてみるの
もいいのでは？　などのヒントを提供する。

■�RRI、10月17日と10月31日に「国際シンポ
ジウム2024」開催　産業DX推進の成果発表

　ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会
（RRI）は、10月17日に東京・都立産業貿易センタ
ー浜松町館とオンライン、10月31日に東京・機械振
興会館とオンラインで、政府提唱の産業界のDX推
進 、 日 独 連 携 協 力 の 実 行 部 隊 と し て の ド イ ツ ・
Plattform Industrie4.0との連携協力の成果発表の場
となる「国際シンポジウム2024」を開催する。
　10回目となる今回は、「Call for action:社会イノベ
ーションに向けた製造変革」をテーマに議論を深めて
いく。

■�キムラ電機藤岡前社長死去、86歳
　藤岡康太郎（康輝）氏（ふじお
か・こうたろう、やすてる＝キム
ラ電機相談役、前社長）2024年9
月21日午前9時19分死去。86歳。
　喪主は妻綏子（やすこ）さん。
　藤岡氏は、1927年創業の同社2
代目社長に78年に就任。39年間にわたってトッ
プとして経営にあたり、「キムデン」のブランド
浸透と発展に寄与した。
　この間、日本電気制御機器工業会（ＮＥＣＡ）
の理事を長年にわたって務め、制御機器市場の拡
大・発展にも貢献した。
　2017年に長男の利之氏に社長を譲り、相談役
に就任した。
　物静かな話し方と温厚な性格から、同業者や取
引関係者からも広く慕われ、いつも業界の先行き
に関心を寄せていた。

約を締結した。
　パワー半導体を
製造する富士電機
の松本工場（長野
県松本市）と富士
電機パワーセミコ
ンダクタの大町工
場 （ 長 野 県 大 町
市 ） 、 飯 山 工 場
（長野県飯山市）
の3工場が、愛知
県と三重県に新た
に設置される15
カ所の太陽光発電
所から1万700㌔

への深耕、ジョージア州およびテキサス州の新規顧客
の開拓などを目的とする。住所は3350Riverwood 
Pkwy SE Suite1900Atlanta,GA30339。

■�萬世電機、神戸支店を移転
　萬世電機は、10月15日付で神戸支店を移転する。
新住所は〒650-0023神戸市中央区栄町通3丁目6-27ラ
イオンズタワー神戸元町201。

セミナー・イベント

■�HMS、STマイクロ、IARシステム、10月16
日　共同セミナー「産業機器開発ソリューショ
ン」開催

　HMSインダストリアルネットワークスとSTマイク
ロエレクトロニクス、　IARシステムは10月16日に3
社共同でWEBセミナー「産業機器開発ソリューショ
ンセミナー　時代の変化に　スピーディーに対応する
ソリューション提案」を開催する。
　セミナーでは、産業用機器の早期投入を可能にする
ソリューションを紹介し、HMSインダストリアルネ
ットワークスからは「産業ネットワーク市場動向」と
「Anybus CompactCom40の概要と開発環境の紹
介」、STマイクロエレクトロニクスからは「産業機
器市場を支える、豊富なポートフォリオを持つ汎用マ
イコンSTM32ファミリ」、IARシステムズからは
「産業セキュリティ強化の鍵となる、デバイスライフ
サイクル管理の基礎と設定ポイント」を紹介する。

■�高木商会、10月16〜18日限定公開WEBセミ
ナー「産業サイバーセキュリティDAY」開催

　高木商会は、10月16日から18日の期間限定で公開
するWEBセミナー「産業サイバーセキュリティDAY
　制御システムのサイバーセキュリティとEUサイバ
ーレジリエンス法（CRA）への対応」を開催する。
　サイバーセキュリティのリスク対応には、国際標準
規格IEC62443を指標とする継続的な対策と、EUでの
サイバーレジリエンス法（CRA）への対応が必須と
なっている。セミナーではそれらの動向を踏まえ、サ
イバーセキュリティ対策に注力している4社が市場動
向と対策を解説する。
　①「エンジニアが理解しておきたい！欧州機械規則
及びAI法、CRAへの対応について」（ICS研究
所）、「工場DXのためのサイバーセキュリティOT
サイバーセキュリティの鍵を握るIT・OTの融合」
（シュナイダーエレクトリック）、「制御システム向
けセキュリティ対策産業用ネットワーク機器の活用」
（フエニックス・コンタクト）、「欧州サイバーレジ
リエンス法（CRA）概要とその対策の第一歩」（シ
ーメンス）。

■�CCS、12月4〜6日横浜で「シーシーエスマ
シンビジョンソリューションEXPO2024in
横浜」開催

　シーシーエスは、12月4日から6日に横浜市西区の
横浜新都市ホールでプライベートイベント「シーシー

訃報
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盤業界で進むデータ活用に対応
Eplan×三菱電機福山製作所　Eplan Data Portal活用法Eplan×三菱電機福山製作所　Eplan Data Portal活用法

盤業界のデータ活用に対する
機器メーカーの対応

　製造業をはじめ、社会全体のデジタル化・DXの流
れ、さらには盤業界における電気CADの普及に伴
い、盤の設計プロセスでは、Eplan Data Portalのよ
うなデータライブラリから機器の3Dデータをダウン
ロードして図面に使うといった、設計の効率化手法が
浸透してきている。
　機器メーカーにとってEplan Data Portalに自社製
品を登録しないことは、設計者との接点を少なくし、
機会損失を生む原因となる。福山製作所でもそれを意
識し、盤業界のデータ活用の時代への対応を進めてい
る。
　「盤の設計においては今後、電気CADをはじめさ
まざまなツールの利用頻度が高まっていくことが予想
されます。その際に3Dデータを登録して誰でも使え
る状態にしておかないと、設計者からはスルーされて
しまう恐れがあります。Eplan Data Portalには同業
他社も多くの製品を登録しています。当社もより拡販
していくためには、もっと活用していかなければいけ
ないと思っています」（営業部遮断器営業課・熊原尚
也氏）

低圧遮断器を中心に5000点超を登録

　現在、福山製作所のEplan Data Portalへの製品登
録は、低圧遮断器と低圧開閉器、電力管理用計器など
小形の低圧機器を5000点以上登録している。
　熊原氏は「低圧遮断器では30AFや60AFの小形をメ
インに登録しています。電気CADにデータを登録し
ておけば設計者もそれを有効活用できると考え、よく
使われる製品を中心にラインアップを絞って登録をし
ています。お客さまからのリクエストがあった場合や
新製品のタイミングで登録を追加するようにしていま
す」と言う。
　定期的に3Dデータがダウンロードされており、
「さまざまなユーザーからダウンロードされていると
いう印象です。自動車メーカーや半導体製造装置メー
カーでも多くダウンロードされており、スペックイン
されていることが分かって良い」（熊原氏）。
　三菱電機グループとして本社を中心に2019年ごろか
らWEBサイトのリニューアルをはじめ、デジタルマ
ーケティングやデータを活用した販促活動を推進して
いる。各製作所や支社もそれと連携して動くと同時
に、独自の取り組みを進めている。

カーボンニュートラルに向けて
配電制御とFA機器の連携を強化

　近年のカーボンニュートラルのトレンドの中で、工
場建屋のファシリティだけでなく、生産ライン、生産
設備でも電力監視や省エネの必要性が高まっている。
それに伴ってエンドユーザーの工場ではファシリティ
のエネルギー管理者と、生産ラインを管理する生産技
術部門との連携も始まっている。

　そうした状況の変化に対応するため、配電制御機器
の中核地点である福山製作所としても、カーボンニュ
ートラルに貢献する製品の提案強化と、シーケンサや
サーボモータなどFA事業の中核拠点である名古屋製
作所との密な連携を進めていくという。
　現在、カーボンニュートラル需要を背景に拡販を強
化しているのが、計測機器部品を遮断器本体に内蔵
し、1台で電路監視と高度なエネルギー管理が可能と
なる低圧遮断器「MDUブレーカ」だ。
　同製品は、遮断器と計測機器をそれぞれに独立して
設置する場合の配線工事が要らず、盤の省スペース化
に貢献。作業工程が少なくなっているので、工期短
縮、工事費の削減が可能。電路を常時監視して見える
化することで省エネ活動にも役立ち、電路情報は上位
システムに伝送して工場全体の省エネ化を支援する。

三菱電機の省エネモデル工場
工場見学も受け入れ中

　また、福山製作所は三菱電機グループの省エネモデ
ル工場と位置付けられており、1997年から工場見学を
受け入れ、1997年から2010年までで7000社、1万4000
人以上が参加。近年もカーボンニュートラルに伴って
増えているという。
　熊原氏は「1997年に本格的に省エネ活動を展開し始
め、ここ福山製作所で開発・製造した計測機器を使っ
て設備ごとの原単位管理の見える化を実践し、結果、
2010年度には1996年度と比べて1億円もの省エネを実
現し、それ以降もさらに多くの取り組みを行っていま
す。省エネを実現したいというお客さまに対して工場
見学を行い、年間100件以上を受け入れています。ま
た期に数回、公開遮断試験も行い、遮断器の重要性の
啓発も行っています」とし、ぜひ工場見学で省エネの
様子を見てもらいたいとしている。

ットワークに対応してお
り、また遮断器を流れる負
荷電流、線間電圧、電力、
電力量、高調波電流、漏洩
電流、力率を計測・表示し
てきめ細かなエネルギー管
理が実現でき、カーボンニ
ュートラル対策としてニー
ズが高くなっています。名
古屋製作所ともより密にコ
ミュニケーションを取り、
同じ盤に入る機器として、
福山製作所の配電制御機器
と名古屋製作所のFA機器
をうまく連携することで、
お客さまのカーボンニュー
トラル実現にもっと応えら
れるようになると考えてい
ます」と言う。

 https://www.mitsubishielectric.co.jp/factory-projectme/fukuyama/report.html

　三菱電機福山製作所は、低圧遮断器（ブレーカ）をはじめ、電力量計、指示計器、省エネ支援機器など三
菱電機グループにおける配電制御機器分野の開発・製造の中核拠点として、日本国内はもちろん、世界中の
需要に対応している。Eplan Data Portalへは、福山製作所として2015年から製品登録をはじめ、現在は低
圧遮断器を中心に小形の低圧機器を登録。盤業界のデジタル化やデータ活用への対応を強化している。

　また事故原因や事故電流
をメモリに記録でき、事故
の予防や設備保全にも有効
に使うことができる。ノー
ヒューズ遮断器、漏電遮断
器、漏電アラーム遮断器の
3種類をラインアップして
いる。
　熊原氏は「MDUブレー
カは、電路情報を計測・表
示・伝送するMDU（Mea 
suring Display Unit）計測
表示ユニットと遮断器本体
を一体化し、省スペース・
省施工での省エネ活動を支
援する遮断器です。B／
NET伝送、CC－Link通
信、MODBUS通信、電力
量パルス出力など多彩なネ
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先
日
ネ
ッ
ト
に
、
あ
る
イ

タ
リ
ア
人
の
若
者
の
話
が
出

て
い
ま
し
た
。
日
本
に
憧
れ

て
日
本
で
働
こ
う
と
思
い
、

日
本
語
を
勉
強
し
て
よ
う
や

く
日
本
の
会
社
に
就
職
し

た
。
そ
こ
で
彼
が
驚
い
た
こ

と
と
し
て
次
の
３
つ
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
紙
が
多
い
こ
と
。
日

本
で
は
今
で
も
紙
を
大
量
に

使
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
驚
い
た
。
次
に
ハ
ン
コ
と

い
う
ど
う
し
て
も
意
味
が
分

か
ら
な
い
も
の
が
大
切
に
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
。
最
後
に
フ
ァ
ク
ス
と
い

っ
た
イ
タ
リ
ア
で
は
博
物
館

に
あ
る
よ
う
な
も
の
が
ま
だ

あ
る
こ
と
で
驚
い
た
、
で
し

た
（
ち
な
み
に
彼
は
、
ハ
ン

コ
は
理
解
で
き
な
い
が
、
か

わ
い
い
か
ら
好
き
だ
と
も
言

っ
て
い
ま
し
た
）
。

　
彼
は
無
邪
気
に
日
本
で
驚

い
た
こ
と
を
列
挙
し
た
の
で

し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
イ
タ
リ

ア
と
比
べ
て
ビ
ジ
ネ
ス
面
で

は
日
本
が
デ
ジ
タ
ル
化
で
驚

く
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
フ
ァ
ク
ス
に
代
わ

る
圧
倒
的
に
便
利
な
ネ
ッ
ト

ツ
ー
ル
が
随
分
以
前
か
ら
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内

で
は
問
題
な
く
使
え
る
と
い

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情
報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎

と
な
る
企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
な
ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学

会
、
公
開
カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら
　

https://www.kaizenproject.
jp/

り
」
と
書
き
ま
し
た
。
そ
の

時
は
フ
ァ
ク
ス
を
ア
ナ
ロ
グ

的
に
使
う
の
で
は
な
く
、
ス

キ
ャ
ナ
ー
な
ど
を
使
っ
て
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
使
う
活
用
法

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
）
。

　
の
ん
び
り
し
た
書
き
方
を

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
真
剣

に
考
え
る
べ
き
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
「
日

本
に
い
る
私
た
ち
は
今
や
ゆ

で
ガ
エ
ル
状
態
に
あ
る
！
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
現
在
、
日
本
の
デ
ジ
タ
ル

競
争
力
は
世
界
で
28
位
（
２

０
２
１
年
度
順
位
・
ス
イ
ス

Ｉ
Ｍ
Ｄ
が
公
表
）
で
す
が
、

日
本
全
体
の
こ
と
は
さ
て
お

き
、
工
場
内
の
カ
イ
ゼ
ン
で

デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ
て
し
ま

う
の
は
何
と
も
困
り
ま
す
。

私
た
ち
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
カ
イ
ゼ

ン
に
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
導
入

す
る
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い

き
、
冒
頭
で
話
し
た
イ
タ
リ

ア
お
よ
び
世
界
の
主
要
国
の

工
場
に
は
絶
対
に
負
け
な
い

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
こ

れ
は
誰
で
も
知
っ
て
い
ま

す
。
紙
が
な
く
な
る
と
情
報

が
伝
わ
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま

り
、
紙
を
保
存
す
る
場
所
が

不
要
に
な
り
、
紙
代
が
減
少

す
る
。
ハ
ン
コ
が
な
く
な
る

と
、
情
報
ス
ピ
ー
ド
だ
け
で

な
く
ハ
ン
コ
を
押
す
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
会
社
に
出
向
く
必

要
が
な
く
な
る
。
そ
し
て
フ

ァ
ク
ス
が
な
く
な
る
と
転
記

が
不
要
に
な
り
自
動
計
算
が

で
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
仕

事
が
終
わ
る
。
全
て
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
こ
れ
は
欧
米
で
は
常
識
で

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
日

本
で
は
ま
だ
多
く
の
方
々
に

と
っ
て
心
を
動
か
さ
れ
る
イ

ン
パ
ク
ト
に
な
り
切
っ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
目

に
見
え
る
大
問
題
の
発
生
で

あ
っ
た
の
で
、
日
本
の
製
造

業
は
頑
張
っ
て
迅
速
に
対
応

し
、
諸
外
国
と
比
べ
て
大
問

題
の
発
生
を
抑
え
ま
し
た
。

　
一
方
、
目
に
見
え
な
い
こ

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
に
対

し
て
は
、
実
に
の
ん
び
り
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
日
本
人

に
と
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

が
魅
力
的
に
み
え
な
い
と
い

う
の
も
進
ま
な
い
理
由
の
一

つ
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
に
速
く
し
て
も
仕
方
が

な
い
…
…
み
た
い
な
感
じ
で

す
。
し
か
し
私
は
デ
ジ
タ
ル

化
の
魅
力
の
一
つ
は
「
速

さ
」
で
す
が
、
実
は
も
う
一

つ
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
い

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
は
「
全
体
最

適
」
と
も
の
す
ご
く
相
性
が

良
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

る
こ
と
で
全
体
最
適
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

の
で
す
。

　
私
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

製
造
業
が
進
歩
向
上
す
る
に

必
要
な
こ
と
は
全
体
最
適
だ

と
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
の
ツ
ー
ル
と
し
て

ぜ
ひ
と
も
使
っ
て
い
き
た
い

の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
式
デ
ジ
タ
ル
化
⑦

日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
会
長
　
柿
内
幸
夫 第8回

新
し
い

考
え
方

づ
く
り
の

モ
ノ

う
こ
と
で
相
変
わ
ら
ず
フ
ァ

ク
ス
を
使
っ
て
い
る
。
し
か

し
今
回
の
コ
ロ
ナ
騒
動
で
、

フ
ァ
ク
ス
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
弊
害
が
し
ば
し

ば
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
な
い
で
来
て
い
る
と
い

う
こ
と
の
ツ
ケ
が
回
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
何
の
問
題
も
感
じ
な
い

で
楽
し
く
暮
ら
し
て
き
た

が
、
あ
る
日
突
然
そ
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
顕
在
化
し
た
の
は
竜

宮
城
か
ら
突
然
現
実
に
戻
っ

た
浦
島
太
郎
の
話
で
す
が
、

フ
ァ
ク
ス
は
そ
れ
に
近
い
気

が
し
ま
す
（
ち
な
み
に
、
こ

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
連
載
の
３

回
目
で
「
フ
ァ
ク
ス
も
あ

こ
れ
か
ら
の
技
術
者
に
必
須
の
思
考
型
教
育
と
は

分からないことを調べる方法習得
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今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
少
し
切
り

口
を
替
え
て
、
昨
今
議
論
さ
れ
て

い
る
義
務
教
育
や
そ
の
後
の
高
等

教
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
技
術
者
も
、
も
と
を
た
だ
せ
ば

義
務
教
育
、
そ
し
て
高
校
、
高

専
、
専
門
学
校
、
大
学
、
大
学
院

と
い
っ
た
高
等
教
育
を
経
て
社
会

人
と
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ

の
テ
ー
マ
も
技
術
者
育
成
と
い
う

観
点
で
無
視
で
き
な
い
内
容
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
暗
記
型
教
育
は
間

違
っ
て
い
る
と
い
う
論
調

が
多
い

　
例
え
ば
で
す
が
、
最
近
の
日
経

新
聞
の
記
事
に

・�

言
わ
れ
た
こ
と
し
か
し
な
い
の

は
記
憶
中
心
の
イ
ン
プ
ッ
ト
教

育
の
弊
害

・ 

社
会
で
必
要
な
ス
キ
ル
は
変
化

し
、
ゼ
ロ
か
ら
創
出
す
る
力
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
で
あ
り
、

今
の
日
本
の
教
育
は
通
用
し
な

く
な
っ
て
い
る

・ 

塾
で
は
受
験
テ
ク
ニ
ッ
ク
し
か

教
え
な
い

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
は
、
塾
へ
の
出
費
が
大

き
く
、
経
済
格
差
が
教
育
格
差
に

つ
な
が
る
と
い
う
、
確
か
に
今
の

日
本
に
み
ら
れ
が
ち
な
状
況
に
ス

ポ
ッ
ト
が
映
り
、
そ
の
後
、
い
い

学
校
に
入
る
た
め
に
時
間
と
費
用

を
か
け
る
よ
り
、
Ｉ
Ｔ
や
英
語
の

力
を
磨
く
た
め
に
使
う
方
が
世
界

で
通
用
す
る
人
材
を
育
て
る
意
味

で
有
意
義
だ
、
と
も
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
恐
ら
く
で
す
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
お
け
る
論
調
は
似
た
よ
う
な

も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
自
身
は
受
験
は
高
校
か

ら
だ
け
で
す
が
、
大
学
、
大
学

院
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
、
国
内
外

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
技
術
者
と

し
て
参
加
し
、
今
は
自
ら
の
技
術

力
を
軸
と
し
た
企
業
を
経
営
し
て

い
る
、
と
い
う
一
連
経
験
を
踏
ま

え
る
と
、
前
述
の
話
は
も
ち
ろ
ん

一
側
面
と
し
て
は
正
し
く
、
別
の

側
面
で
は
恐
ら
く
現
実
と
は
違
う

話
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

暗
記
型
、
思
考
型
教
育
と

は
　
私
個
人
的
に
は
暗
記
型
、
思
考

型
の
教
育
と
い
う
言
葉
の
定
義
が

分
か
る
よ
う
で
分
か
ら
な
い
と
い

う
の
が
本
音
で
す
。
い
く
つ
か
類

似
の
記
事
を
拝
読
し
ま
し
た
が
、

恐
ら
く
言
い
た
い
こ
と
は
次
の
よ

う
な
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
の
か
な

と
感
じ
ま
す
。

　
暗
記
型
：
ひ
た
す
ら
覚
え
て
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
枠
に
当
て
は
め

る
よ
う
な
教
育
法
。

　
思
考
型
：
ま
ず
は
考
え
さ
せ
、

そ
の
一
方
で
自
ら
の
有
す
る
知
識

を
応
用
し
な
が
ら
、
自
ら
の
考
え

を
ま
と
め
て
い
く
。

　
こ
れ
を
み
る
と
、
そ
れ
は
も
ち

ろ
ん
後
者
の
方
が
良
い
で
す
ね
、

と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く
の
か
と

思
い
ま
す
。
で
は
、
実
際
に
研
究

開
発
を
主
な
業
務
と
す
る
よ
う
な

技
術
者
を
一
例
に
、
こ
の
教
育
理

論
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

あ
る
程
度
暗
記
す
る
と
い

う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
業

務
で
も
不
可
避

　
ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
思
考
型

と
呼
ば
れ
る
教
育
で
も
あ
る
程
度

「
暗
記
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
不

可
欠
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
自
ら
の
考
え
を
論
理
的
に
ま

と
め
る
に
あ
た
っ
て
「
自
ら
の
知

識
を
応
用
し
」
と
い
っ
た
旨
が
思

考
型
教
育
で
も
必
要
だ
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
認
識

が
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
技
術

者
の
中
に
は
、
新
し
い
こ
と
を
覚

え
る
、
よ
り
正
確
に
は
「
理
解
し

よ
う
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
頭

を
使
い
た
が
ら
な
い
人
も
い
ま

す
。

　
そ
の
理
由
は
簡
単
な
こ
と
で

す
。
「
覚
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

頭
に
ス
ト
レ
ス
の
か
か
る
こ
と
だ

か
ら
」
で
す
。
暗
記
型
、
思
考
型

の
教
育
の
理
論
も
そ
う
で
す
が
、

思
考
型
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と

に
対
し
て
「
暗
記
を
す
る
と
い
う

頭
に
ス
ト
レ
ス
の
か
か
る
こ
と
を

や
り
た
く
な
い
」
と
い
う
、
自
ら

の
逃
げ
の
理
屈
を
当
て
は
め
て
い

る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　
結
論
か
ら
言
う
と
、
新
し
い
こ

と
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
（
結
果

と
し
て
覚
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
）
と
い
う
こ
と
か
ら
逃
げ
る
技

術
者
は
、
必
ず
後
で
苦
労
を
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
受
験
や
試
験
と
い

う
経
験
に
お
い
て
、
で
き
る
、
で

き
な
い
は
別
と
し
て
「
自
分
と
の

戦
い
を
精
い
っ
ぱ
い
や
っ
た
か
」

は
、
そ
の
後
の
技
術
者
と
し
て
の

成
長
に
大
き
な
違
い
を
も
た
ら
す

と
い
え
ま
す
。
頭
に
ス
ト
レ
ス
の

か
か
る
こ
と
か
ら
逃
げ
る
癖
が
つ

い
た
技
術
者
は
、
戦
力
と
し
て
成

り
立
た
な
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。

　
自
ら
の
頭
を
使
う
と
い
う
こ
と

か
ら
逃
げ
た
元
受
験
生
が
技
術
者

に
な
る
と
、
丸
投
げ
す
る
、
べ
き

論
を
か
ざ
す
だ
け
で
動
か
な
い
と

い
っ
た
の
が
行
く
末
の
一
例
で

す
。
よ
っ
て
、
思
考
型
教
育
が
正

し
い
と
い
う
こ
と
に
全
く
異
論
あ

り
ま
せ
ん
が
、
理
解
を
伴
う
記
憶

は
技
術
者
に
な
っ
て
も
絶
対
に
必

要
で
あ
る
、
と
い
え
ま
す
。
覚
え

る
こ
と
を
し
な
く
て
も
い
い
の

だ
、
と
い
う
拡
大
解
釈
を
し
な
い

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

教
育
を
通
じ
て
将
来
の
技

術
者
が
習
得
す
べ
き
ス
キ

ル
は
何
か

　
多
く
の
時
間
と
お
金
を
費
や
す

受
験
。
こ
れ
を
通
じ
て
ど
の
よ
う

な
部
分
を
技
術
者
と
い
う
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
生
か
す
の
か
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。
こ
こ
に
つ
い
て

は
至
極
シ
ン
プ
ル
に
理
解
す
べ
き

で
す
。
結
論
か
ら
先
に
言
う
と

「
勉
強
の
仕
方
、
特
に
分
か
ら
な

い
こ
と
を
調
べ
る
や
り
方
を
覚
え

る
」
で
す
。
何
か
の
問
題
文
を
解

こ
う
と
し
て
、
そ
れ
が
分
か
ら
な

い
場
合
、
教
科
書
や
参
考
書
を
調

べ
て
解
こ
う
と
す
る
と
思
い
ま

す
。

　
外
国
語
で
あ
れ
ば
辞
書
を
引
い

て
そ
の
意
味
を
理
解
し
、
文
章
内

容
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
分
か
ら
な
い

こ
と
を
調
べ
な
が
ら
、
内
容
を
理

解
し
て
、
自
ら
の
知
識
と
し
て
覚

え
る
と
い
う
の
は
、
技
術
者
に
と

っ
て
大
変
重
要
な
ス
キ
ル
で
す
。

こ
の
勉
強
の
や
り
方
は
暗
記
型
、

思
考
型
共
通
で
存
在
す
る
や
り
方

な
の
で
、
こ
こ
は
き
ち
ん
と
習
得

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

技
術
者
の
成
長
に
つ
な
が

る
、
教
育
で
最
も
重
要
視

す
べ
き
科
目
は
何
か

　
こ
れ
も
ぜ
ひ
お
伝
え
し
た
い
内

容
の
一
つ
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
小
学
校
で
講

演
す
る
機
会
が
あ
っ
た
際
、
議
論

さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
結
論
か
ら
言
う
と
国
語
で
す
。

極
端
な
こ
と
を
言
う
と
、
外
国
語

で
あ
る
英
語
を
や
る
時
間
を
全
て

国
語
に
費
や
し
て
も
い
い
く
ら
い

で
す
。
外
国
語
を
学
ぶ
の
は
、
母

国
語
が
き
ち
ん
と
理
解
で
き
た
後

の
話
で
す
。
ま
し
て
や
、
情
報
技

術
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
ず
っ
と

後
回
し
で
良
い
。
こ
れ
ら
も
、
母

国
語
で
自
ら
の
考
え
を
俯
瞰
的
に

整
理
で
き
る
論
理
的
思
考
力
が
未

熟
な
段
階
で
や
っ
て
も
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
設
計
は
で
き
な
い
か
ら
で

す
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
の

土
台
と
な
る
国
語
を
中
心
と
し
た

母
国
語
に
つ
い
て
、
話
す
、
聴

く
、
読
む
、
書
く
が
不
自
由
な
く

で
き
る
の
が
最
優
先
で
す
。
特
に

教
育
で
重
視
す
べ
き
は
「
書
く
」

で
す
。

　
多
く
の
技
術
者
は
自
ら
行
っ
た

技
術
的
業
務
に
つ
い
て
、
行
っ
た

事
実
に
つ
い
て
明
文
化
す
る
、
と

い
う
ス
キ
ル
に
乏
し
い
。
し
か
し

母
国
語
で
き
ち
ん
と
文
章
を
書
け

る
と
い
う
こ
と
は
、
技
術
者
に
と

っ
て
技
術
報
告
書
を
か
け
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
企
業
の
知

見
の
蓄
積
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

最
も
大
切
な
の
は
外
に
答

え
を
求
め
な
い
こ
と

　
最
後
に
今
回
の
テ
ー
マ
に
も
関

わ
る
最
も
大
切
な
部
分
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
指
導
を
し
て

い
て
も
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
技

術
者
を
抱
え
る
技
術
系
企
業
の
将

来
で
危
う
い
と
思
う
の
は
「
外
に

答
え
を
求
め
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
冒
頭
紹
介
し
た
論
調
で

も
「
世
界
に
通
用
す
る
」
と
い
う

表
現
が
散
見
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

多
く
は
欧
州
と
北
米
を
無
意
識
に

意
識
し
た
海
外
を
基
準
に
考
え
ら

れ
て
い
る
方
向
性
で
す
。

　
な
ぜ
、
自
分
た
ち
が
主
体
と
な

っ
て
ロ
ジ
ッ
ク
を
引
っ
張
っ
て
い

こ
う
と
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

先
ほ
ど
も
出
て
き
た
言
語
に
つ
い

て
、
な
ぜ
外
国
語
を
学
ぼ
う
と
す

る
一
方
で
、
日
本
語
を
世
界
的
な

言
語
に
し
よ
う
と
考
え
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
な
ぜ
Ａ
Ｉ
や
脱
炭
素

と
い
っ
た
海
外
の
風
潮
に
乗
っ
か

る
だ
け
で
、
自
分
た
ち
か
ら
風
を

起
こ
そ
う
と
し
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
私
個
人
的
に
は
、
主
体
的
に
議

論
を
引
っ
張
ろ
う
と
す
る
風
潮
が

乏
し
い
こ
と
自
体
が
最
も
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
技
術

者
に
求
め
ら
れ
る
思
考
的
教
育
の

本
質
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

つ
ま
り
、
海
外
が
ど
う
こ
う
で
は

な
く
「
技
術
者
た
ち
は
自
分
た

ち
、
そ
し
て
自
社
と
い
う
自
ら
の

強
み
は
何
で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
し
て
世
界
基
準
と
し
て
い

く
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
続

け
る
こ
と
が
最
重
要
だ
と
思
う
の

で
す
。
ま
さ
に
答
え
の
な
い
思
考

型
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
日
系
企
業
が
い
る
の

は
理
解
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ま

だ
少
数
派
で
す
。
外
（
欧
米
）
と

比
べ
て
自
分
た
ち
は
何
が
劣
っ
て

い
る
か
、
と
い
う
外
に
答
え
あ
り

き
の
考
え
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
考
え
を
導
き
出
す
。
結
局
こ
こ

が
思
考
型
教
育
の
最
重
要
の
と
こ

ろ
で
あ
り
、
技
術
者
の
教
育
は
も

ち
ろ
ん
、
義
務
教
育
や
高
等
教
育

の
本
質
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
す
。

　
不
安
な
時
代
で
は
答
え
を
求
め

た
く
な
る
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り

ま
す
。
今
ま
で
日
本
は
古
く
は
中

国
か
ら
、
近
年
は
欧
州
、
北
米
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
導
入
し
て

発
展
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
こ

れ
か
ら
先
、
恐
ら
く
誰
も
正
解
を

持
っ
て
お
ら
ず
日
本
も
今
ま
で
の

よ
う
に
外
だ
け
に
答
え
を
求
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
つ

ま
り
、
国
も
個
人
も
答
え
は
自
分

し
か
持
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ

の
こ
と
に
ど
れ
だ
け
早
く
気
が
付

け
る
か
否
か
、
と
い
う
教
育
こ
そ

が
今
の
と
こ
ろ
唯
一
の
正
解
で
は

な
い
か
、
と
い
う
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。

吉田　州一郎（よしだ　しゅういちろう）
　FRP�Consultant
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用いた製
品の技術的課題解決、該関連業界への参入
を検討、ならびに該業界での事業拡大を検
討する企業をサポートする技術コンサルテ

ィング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線で先導、指示す
るなど、評論家ではない実践力を重視。複数の海外ジャーナルに
Full�paperを掲載させた高い専門性に裏付けられた技術サポー
トには定評がある。
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■�KHネオケム、千葉県市原市の千葉工場で冷
凍機油原料の生産設備を増強

　KHネオケムは、機能性材料事業の主力製品である
冷凍機油原料の生産設備増強工事が完了した。
　冷凍機油はエアコンの内部で冷媒を圧縮する装置の
中で使用される潤滑油で、今後も国際的な環境規制の
強化に伴って環境配慮型冷凍機油のさらなる需要伸長
が予想されている。今回の設備投資により冷凍機油原
料をはじめとする千葉工場全体の生産能力を従来比
1.5倍に増強・最適化することで同工場の収益力を一
層強化していく。

■�大塚製薬工場、徳島県板野郡に薬液充填済み
注射器の新工場

　大塚製薬工場は、松茂工場敷地内（徳島県板野郡松
茂町）に、プレフィルドシリンジ（薬液充填済み注射
器）製剤の新工場MP-PSを設立する。
　プレフィルドシリンジ製剤は、治療に必要な薬液が
プラスチック製の注射器にあらかじめ充填されたキッ
ト製剤。薬剤調合操作を必要とせず、薬剤名も表示さ
れていることから、事故防止・安全性向上に寄与する
製品として医療現場で需要が高まっている。
　鉄骨造平屋建。延床面積は、2600平方㍍。2025年4
月稼働開始予定。

■�ハウス食品グループ、福島県福島市に業務用
レトルトカレーの新工場建設

　ハウス食品グル
ープ本社は、福島
県福島市に「ハウ
ス食品グループ東
北工場」を新たに
建設する。同工場
は業務用レトルト
カレーを主とする生産拠点として、2026年6月の稼働
を予定している。
　多様なニーズに柔軟かつ迅速に応えるべく、多品種
変量の新製法を導入した業務用レトルト食品の新工場
とする。新製法の導入により、製品開発・営業・生産
まで一貫してスピーディーに対応できる体制を構築す
ることで、個別ニーズへの提案力向上や生産性の向上
につなげて事業拡大および収益力強化を進める。
　敷地面積は3万956平方㍍。建築面積（製造棟の
み）6004平方㍍。設備投資額は68億円。

■�日華化学、福井県福井市に化粧品事業の新工
場

　日華化学は、中長期的な化粧品事業拡大を視野に生
産体制の拡充と生産効率の向上を図るため、化粧品新
工場を建設する。
　新工場は「福井スマートファクトリー（仮称）」と
し、製造キャパ大幅増（将来の拡張性を確保、設備は
段階投資）、生産性大幅改善（人時生産性1.5倍）、
24時間稼働、デジタル化・自動化・省人化、在庫回
転月数の低減、働きやすい職場環境、環境対応（太陽
光発電、CO2排出削減、排水量削減等）などに取り組
む。
　建築面積は約1万平方㍍。延べ床面積は、約2万
3000平方㍍。取得額約195億円。2024年内工事着工。
2027年（工事竣工予定）。2027年（稼動予定）。

国内

■�アサヒ飲料、兵庫県明石市の明石工場に最先
端のPETボトル商品の製造ラインを新設

　アサヒ飲料
は、明石工場
（兵庫県明石
市 ） に 約 8 5
億円を投じて
製造棟を建設
し、業界初と
なる無菌充填
とラベリング
工程を連結した設備を含むPETボトル商品の製造ラ
イン「次世代SMART（スマート）・ライン」を新設
する。2024年12月に稼働予定で、PETボトル商品の
製造能力は従来の約2割向上する見込み。
　次世代SMART・ラインは、澁谷工業・フジシール
と共同で開発したPETボトル商品の製造ライン。従
来は個々に分かれていた充填工程とラベリング工程の
連結をはじめ各工程の生産効率向上を図り、既存の製
造ラインと比較し約60％の人数で稼働が可能とな
り、約20％の省スペース化も実現。設備の連結によ
りコンベヤーなどを極小化し、ボトル搬送に必要な電
力は約40％削減する見込み。
　また、次工程に移動する際の軽量に起因した変形・
破損が改善され、PETボトル容器のさらなる軽量化
が可能となり、持続可能な容器包装の実現に向けて制
定した「容器包装2030」の取り組みも強化する。ス
マートなオペレーション業務の確立を目指し、製造工
程で発生する廃棄物搬送の自動化や管理日報のペーパ
ーレス化、デジタル技術を活用した品質保証能力の強
化など、従業員の生産性向上にも取り組む。

■�ブリヂストン、福岡県北九州市の北九州工場
で鉱山・建設車両用タイヤ製造に設備投資

　ブリヂストンは、鉱山・
建設車両用タイヤの生産拠
点である北九州工場に戦略
投資を実施し、既存設備を
刷新、2027年中に完了す
る予定。投資金額は約250
億円。
　北九州工場は、同社の
「 断 ト ツ 商 品 」 で あ る 鉱 山 ・ 建 設 車 両 用 タ イ ヤ
「Bridgestone MASTERCORE（ブリヂストンマス
ターコア）」などを生産する戦略生産拠点であり、高品
質な商品をグローバルへ供給している。今回の設備投

■�ポエック、富山県下新川郡朝日町の乾燥羊膜
の製造工場を取得

　ポエックは、子会社PBSと共同で進める水耕栽培
事業用装置などの研究開発ラボとして資本参加してい
るアムノスが保有する工場施設を取得する。さらに、
アムノスが開発した有機物の乾燥技術と同社グループ
が保有するものづくり技術を融合させ両社共同による
新たな製品開発ラボとしても活用する予定。土地面積
は、1942平方㍍。建物面積は、970平方㍍。鉄骨造合
金メッキ鋼板ぶき2階建。

■�マナック、広島県福山市の福山工場内に金属
管理技術関連設備と事務所棟を建築

　マナックは、福山工場（広島県福山市）で金属管理
技術関連設備の新規取得および事務所棟を建築する。
総投資額は約16億円。2025年4月着工。2026年2月完
成。

海外

■�レオン自動機、米国カルフォルニア州に新工
場建設

　レオン自動機は、米国の連結子会社オレンジベーカ
リーに、新工場建設する。
　新工場は、既存工場の近接地で検討し、スマートフ
ァクトリ―に向けたモデル実験工場としての役割を担
い、同社の開発する食品加工機械の実証を行うほか、
生産力強化によって米国内の活発な消費者需要にも対
応していく予定。敷地面積は約9917平方㍍。2026年4
月以降操業予定。

■�日本板硝子、英国事業所にグリーン水素製造
プラントを設置

　日本板硝子は、
同社グループの英
国の事業所である
P i l k i n g t o n 
United Kingdom 
Limited社のグリ
ーンゲート事業所
において、グリー
ン水素製造プラントを設置する。
　同プラントでは水素生成プロセスに再生可能エネル
ギーを使用し、1日あたり最大7㌧のグリーン水素を
生成する計画。こ
の水素は全てグリ
ーンゲート事業所
のフロート窯の燃
料 と し て 供 給 さ
れ 、 L o w カ ー ボ
ンガラスの生産に
活 用 さ れ る こ と
で、当事業所では
年間1万5000㌧の
CO2削減効果を見
込んでいる。
　2025年に建設
を開始し、2027
年から稼働開始。

資により、日本の
モノづくり力をさ
らに向上させ、高
品質で安定した生
産体制を確保し、
グローバルに「断
トツ商品」の競争
力を強化し、安全
・防災・環境・品
質および生産性な
ど全てのレベルを
高めるとともに、
次世代の「断トツ
商品」へも対応で
きるようになる。

■�丸住製紙、愛媛県四国中央市の大江工場でパ
ルプ抄取りマシン増設

　 丸 住 製 紙
は、自社製ク
ラフトパルプ
を原料とした
高品質なパル
プシートを製
造するパルプ
抄取りマシン
を増設した。
　同社はこれ
まで、生産し
たクラフトパルプを抄取りマシン1基（400㌧/日）で
パルプシートを製造してきたが、今回、パルプ抄取り
マシン1基を増設し2基体制とすることでパルプシー
トの増産を図り、クラフトパルプの製造過程で排出さ
れる黒液を使用したバイオマス発電設備の最大活用を
促進する。増設した設備の生産能力は1日当たり300
㌧。投資額は23億円。

■�キオクシア、岩手県北上市の北上工場の第2
製造棟が完成

　キオクシアは、北上工場（岩手県北上市）の2つ目
の製造棟となる第2製造棟（K2棟）の建屋が7月に完
成した。需要が回復しているフラッシュメモリの市場
動向を見極め、段階的に設備投資を実施し、稼働は
2025年秋を見込んでいる。
　2024年11月より管理部門・技術部門等がK2棟の隣
に完成した新管理棟に順次、入居を開始し稼働に備え
る。

■�フロイント産業、静岡県浜松市の浜松工場内
に医薬品添加剤の新工場を建設

　フロイント産業は、医薬品添加剤のさらなる需要拡
大と安定供給に対応するため、浜松工場（静岡県浜松
市）内に新工場を建設する。投資予定額は約59億
円。2025年4月着工、2026年10月竣工。

■�出光興産、山口県周南市の徳山事業所のSAF
製造プロジェクトが基本設計に移行

　出光興産は、徳山事業所（山口県周南市）での
HEFA技術による持続可能な航空燃料製造プロジェク
トについて、事業化調査を完了し、次のフェーズであ
る基本設計に移行する。
　2030年までの年間50万㌔㍑の国内供給体制の構築
に向け、徳山事業所において年間25万㌔㍑のSAF生
産を2028年度から開始することを目指す。
　原料には廃食油、獣脂などの廃棄物原料や大豆油、
将来的にはポンガミアなどの油糧植物といった、
GHG（温室効果ガス）削減率の高い複数の油脂を活
用する計画となっている。

■�大日本印刷、福島県西白河郡の泉崎工場で太
陽電池用封止材の生産能力を2倍に増強

　大日本印刷は、福島県西白河郡の泉崎工場で製造し
ている太陽電池の電極やセルなどを保護する封止材の
生産能力を2023年比2倍に増強する。投資額は約30億
円で、2025年内に稼働させる予定。
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